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▼
日
本
統
治
時
代
に
朝
鮮
半
島

か
ら
動
員
さ
れ
た
徴
用
工
に
関

し
、
韓
国
大
法
院
（
最
高
裁
）

が
新
日
鉄
住
金
に
賠
償
を
命
じ

る
判
決
を
出
し
、
日
韓
関
係
に

激
震
が
走
っ
た
。
一
九
六
五
年

の
日
韓
国
交
正
常
化
の
際
、
難

航
し
た
交
渉
の
末
に
締
結
さ
れ

た
請
求
権
協
定
に
よ
り
「
完
全

か
つ
最
終
的
に
解
決
」
し
た
は

ず
の
問
題
が
蒸
し
返
さ
れ
た
形

と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

▼
異
例
の
人
事
で
金
命
洙
氏
を

大
法
院
長
に
任
命
し
た
時
点
で

文
在
寅
大
統
領
も
「
確
信
犯
」

だ
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る

が
、
筆
者
は
む
し
ろ
近
代
的
な

司
法
の
歴
史
の
浅
さ
を
感
じ

る
。
日
本
の
法
学
部
で
は
、
司

法
の
独
立
を
裁
判
官
が
固
守
し

た
こ
と
で
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
の

危
険
も
現
実
に
あ
っ
た
大
津
事

件
を
ま
ず
教
わ
る
。
憲
法
の
授

業
で
は
、
自
衛
隊
や
日
米
安
保

条
約
に
関
す
る
憲
法
判
例
の
論

理
に
頭
を
悩
ま
せ
、「
国
家
統
治

の
基
本
に
関
す
る
高
度
な
政
治

性
」
を
有
す
る
問
題
に
は
司
法

判
断
を
行
わ
な
い
と
い
う
「
統

治
行
為
論
」
に
も
渋
々
納
得
す

る
よ
う
に
な
る
。

▼
民
主
化
し
て
三
〇
年
の
韓
国

で
は
、
そ
う
し
た
悩
み
を
経
験

し
て
い
る
の
か
ど
う
か
あ
や
し

い
ほ
ど
の
司
法
積
極
主
義
で
あ

る
。
数
年
前
に
長
崎
県
対
馬
の

寺
か
ら
仏
像
が
盗
ま
れ
た
事
件

で
は
「
元
は
韓
国
に
あ
っ
た
仏

像
で
、
そ
れ
を
日
本
が
盗
ん

だ
」
と
の
国
民
の
声
に
迎
合
す

る
か
の
よ
う
に
、
韓
国
の
地
裁

は
事
実
上
の
返
還
拒
否
を
決
定

し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
「
略
奪

文
化
財
」
を
取
り
返
そ
う
と
す

る
盗
難
は
続
か
な
か
っ
た
が
、

こ
の
司
法
の
判
断
も
影
響
が
大

き
い
。

▼
文
在
寅
大
統
領
も
元
々
人
権

派
弁
護
士
と
し
て
頭
角
を
現

し
、
民
主
化
運
動
を
通
じ
て
政

界
入
り
し
た
。「
法
律
家
的
思

考
」
が
現
実
政
治
に
害
を
為
す

例
は
古
今
東
西
枚
挙
に
暇
が
な

い
。
韓
国
の
法
律
家
に
も
「
成

熟
」
す
る
時
間
が
必
要
な
の
か

も
し
れ
な
い
。 

（
ヒ
ゲ
）
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元
気
に
三
名
が
来
日

二
ヶ
月
に
わ
た
る
研
修
開

元
気
に
三
名
が
来
日
　
二
ヶ
月
に
わ
た
る
研
修
開
始始

民
族
衣
装
に
身
を
包
み
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
を
訪

　
　
民
族
衣
装
に
身
を
包
み
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
を
訪
問問

鹿
児
島
県
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
広
島
市
な
ど
多
く
の
ご
協
力
を
得
て
充
実
の
研

　
　
鹿
児
島
県
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
広
島
市
な
ど
多
く
の
ご
協
力
を
得
て
充
実
の
研
修修

た
鹿
児
島
県
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
、
鹿
児
島
大
学
農
学
部
、
特

別
な
計
ら
い
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
広
島
市
役
所
、
見
学
を
お
許

し
く
だ
さ
っ
た
島
津
製
作
所
、

ロ
ッ
テ
浦
和
工
場
、
銚
子
の

方
々
、
ハ
ル
カ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
多

く
の
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
充

実
の
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
出

来
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
鳩
山

友
愛
塾
修
了
生
の
皆
さ
ん
も
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
ご
協
力
く
だ

さ
り
、
友
愛
な
ら
で
は
の
研
修

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
実
り
あ
る
二
ヶ
月
を
祈
る
。

え
て
新
し
く
参
加
し
た
二
人
の

指
導
者
も
兼
ね
て
来
日
し
た
。

　
ま
た
今
回
の
広
島
平
和
記
念

公
園
で
の
献
花
は
、
来
日
し
た

三
名
と
日
本
で
活
動
す
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
学
生
連
盟
の
希
望
を
取

り
入
れ
て
実
施
と
な
っ
た
。

　
実
習
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ

年
実
習
し
た
技
術
を
活
か
し
、

現
地
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
「
友
愛
フ

ァ
ー
ム
」
と
銘
打
っ
た
試
験
農

園
を
運
営
し
て
お
り
、
栽
培
に

関
し
て
の
技
術
を
現
地
で
人
々

に
教
え
、
サ
ツ
マ
芋
栽
培
の
実

践
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。

　
今
年
は
収
穫
等
の
勉
強
に
加

　
今
回
来
日
の
三
名
の
内
、
ウ

ィ
ン
さ
ん
は
去
年
来
日
し
た
一

人
で
あ
る
。
去
年
は
サ
ツ
マ
芋

の
苗
づ
く
り
、
植
え
付
け
、
栽

培
な
ど
を
勉
強
し
た
。
今
年
は

そ
の
後
の
収
穫
、
保
存
、
加
工

な
ど
を
主
に
勉
強
す
べ
く
、
来

日
し
た
。
ウ
ィ
ン
さ
ん
は
、
昨

　
九
月
二
十
六
日
早
朝
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
農
業
研
修
生
が
成
田
に
到
着
し
た
。
長
旅
の
疲
れ
も

見
せ
ず
翌
日
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
を
表
敬
訪
問
。
二
十
八
日
に
は
、
鹿
児
島
の
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
に
向
け
て
出
発
し
た
。
今
年
度
は
広
島
市
の
ご
協
力
を
得
て
、
広
島
平
和
記
念
公
園
で
の
献
花
、

被
爆
体
験
者
の
講
話
な
ど
、
広
島
で
の
活
動
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
前
半
の
研
修
を
終
え
た
報
告
会

に
参
加
し
た
本
事
業
担
当
井
田
理
事
の
報
告
を
併
せ
て
、
前
半
の
事
業
実
施
報
告
と
す
る
。

研
修
生
の
推
薦
母
体
で
あ
る
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ

か
ら
の
感
謝
の
手
紙
を
鳩
山
由
紀
夫
理

事
長
に
届
け
た

来
日
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
笑
顔
で
理
事

長
を
表
敬
訪
問
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

も
笑
顔
で
応
え
た

国
会
議
事
堂
前
で
記
念
撮
影
。
ち
ょ
っ

と
緊
張
し
て
、
居
住
ま
い
を
正
し
、
日

本
へ
の
礼
を
つ
く
し
て
く
れ
た

　
平
成
三
〇
年
度
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
研
修
生
受
入
事
業
 

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
抜
粋
）　

九
月
二
十
六
日
（
水
）
来
日

九
月
二
十
七
日
（
木
）
鳩
山
理
事
長
表
敬
訪
問

九
月
二
十
八
日
（
金
）
移
動
（
東
京
→
鹿
児
島
）　
カ
ピ
ッ
ク

十
月
三
日
（
水
）
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
（
収
穫
実
習
）　
東
農
園

十
月
四
日
（
木
）
日
本
文
化
体
験
（
着
付
け
・
茶
道
）　
カ
ピ
ッ
ク

十
月
六
日
（
土
）
サ
ツ
マ
イ
モ
出
荷
工
場
見
学
　
　
豊
栄
フ
ァ
ー
ム

十
月
十
一
日
（
木
）
サ
ツ
マ
イ
モ
加
工
（
焼
酎
）
見
学
　
小
鹿
酒
造

十
月
十
二
日
（
金
）
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
と
加
工
　
　
澁
谷
食
品

十
月
十
七
日
（
水
）
有
畜
複
合
農
業
、
土
着
菌
の
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
大
学
農
学
部
（
高
山
耕
二
准
教
授
）

十
月
二
十
三
日
（
火
）
農
家
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
　
　
元
気
印
の
菜
園
畑

十
月
二
十
五
日
（
木
）
サ
ツ
マ
イ
モ
の
お
菓
子
作
り
見
学
、
実
習

　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
地
区
（
森
ん
ち
ゅ
、
婦
人
グ
ル
ー
プ
）

十
一
月
三
日
（
土
）
研
修
ま
と
め
、
閉
講
式
　
カ
ピ
ッ
ク

十
一
月
五
日
（
月
）
広
島
平
和
記
念
資
料
館
見
学
・
平
和
記
念
公

園
慰
霊
碑
献
花
・
被
爆
者
体
験
談
拝
聴

十
一
月
六
日
（
火
）
世
界
遺
産
宮
島
見
学
　
厳
島
神
社

十
一
月
七
日
（
水
）
京
都
・
奈
良
見
学

十
一
月
九
日
（
金
）
島
津
製
作
所
　
創
業
記
念
資
料
館
見
学

十
一
月
十
四
日
（
水
）
ロ
ッ
テ
浦
和
工
場
見
学
・
川
越
菓
子
屋
横
町

十
一
月
十
六
日
（
金
）
鎌
倉
訪
問
　
鎌
倉
大
仏
な
ど
見
学

十
一
月
十
七
日
（
土
）
理
事
会
へ
研
修
報
告
・
鳩
山
会
館
見
学

十
一
月
十
九
日
（
月
）
銚
子
加
工
工
場
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
味
噌
・
ひ
し

お（
醤
）・
煎
餅
生
地
見
学（
富
士
正
食
品
・
銚
子
山
十
・
根
本
商
店
）

十
一
月
二
十
一
日
（
水
）
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
（
シ
イ
タ
ケ
・
キ
ク

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ゲ
）
見
学
　
ハ
ル
カ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

十
一
月
二
十
七
日
（
火
）
帰
国

十
月
二
〇
日
　
英
語
キ
ャ
ン
プ
・
神
野
地
区
町
内
会
の
ご
協
力
で
・
各
国
か
ら
参
加

し
た
留
学
生
・
研
修
生
が
一
同
に
会
し
て
。
サ
ツ
マ
芋
の
収
穫
・
ダ
ン
ス
で
の
交
流

な
ど
、
新
し
い
国
際
交
流
の
か
た
ち
。
翌
日
に
は
餅
つ
き
も
体
験

十
月
二
十
三
日
　
元
気
印
の
菜
園
畑
／
堀
之
内
節
子
さ
ん
の
お
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
。
堀
之
内
ご
夫
妻
と
一
緒
に
記
念
撮
影
。
日
本
の
農
家
の
暮
ら
し
を
実
際
に
体
験

す
る
こ
と
が
出
来
て
、
色
々
勉
強
に
な
り
ま
し
た
と
話
し
て
い
た
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兵
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若
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平
和
記
念
公
園
に
て
献
花
・
核
兵
器
廃
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の
思
い
を
若
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が
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感感

一
般
財
団
法
人
友
愛

理
事
・
運
営
委
員

井
田
安

一
般
財
団
法
人
友
愛
　
理
事
・
運
営
委
員
　
井
田
安
信信
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爆
死
没
者
慰
霊
碑
」
に
献
花
を

行
い
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

次
代
を
担
う
若
者
に
世
界
平
和

の
意
識
の
涵
養
を
促
し
、
友
愛

活
動
を
実
践
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
活
動
を
実
感
で
き
た
有

意
義
な
数
日
間
で
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

発
展
の
た
め
の
農
業
研
修
、
日

本
と
の
友
好
促
進
の
み
な
ら

ず
、
人
と
人
の
交
流
を
基
調

に
、
世
界
平
和
へ
の
思
い
を
共

有
し
、
強
め
る
「
友
愛
」
な
ら

で
は
の
国
際
交
流
事
業
で
あ
る

と
、
担
当
理
事
と
し
て
、
思
い

を
強
く
し
た
次
第
で
す
。

し
、
被
爆
体
験
者
の
貴
重
な
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
研
修
生
の
皆
さ
ん
も
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
お
り
、
放
射
能

が
食
物
に
与
え
る
影
響
や
、
原

子
力
発
電
所
に
対
す
る
日
本
人

の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
彼
等
は
、
話

し
で
は
聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、

実
際
の
原
爆
の
威
力
を
知
っ
て

怖
く
な
っ
た
。
街
が
一
瞬
で
変

わ
る
様
子
を
ジ
オ
ラ
マ
で
見

て
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
再
確

認
し
た
。
と
口
々
に
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
研
修
生
全
員
で
「
原

れ
る
交
流
会
な
ど
を
体
験
し
、

研
修
生
の
皆
さ
ん
が
日
本
の
良

き
理
解
者
に
な
っ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

　
研
修
報
告
会
で
は
、
研
修
生

の
皆
さ
ん
が
自
国
へ
戻
っ
て
、

自
分
達
の
活
躍
で
き
る
場
所
か

ら
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
徐
々
に

広
め
て
い
き
た
い
と
力
強
い
決

意
表
明
を
い
た
だ
き
、
約
一
ヶ

月
に
亘
る
研
修
を
終
え
ま
し

た
。
　
鹿
児
島
か
ら
の
帰
途
で
は
、

「
広
島
平
和
記
念
資
料
館
」
を

訪
れ
、
加
藤
副
館
長
に
館
内
を

説
明
し
て
も
ら
い
な
が
ら
見
学

っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
農
村
研
修
の
他
に
国
際
交

流
・
国
際
理
解
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
様
々
な
国
際
理
解
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
の
視

察
や
実
習
、
日
本
の
文
化
に
触

が
あ
り
、
た
い
へ
ん
興
味
深
く

聴
く
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で

す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
外
国
か

ら
大
量
に
入
っ
て
く
る
輸
入
野

菜
の
、
化
学
肥
料
、
農
薬
な
ど

の
人
体
へ
の
影
響
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
化
学

肥
料
を
抑
え
た
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
る
野
菜
へ
の
関
心
が
高
ま

友
愛
事
務
所
に
て
研
修
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た

後
、「
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
に

移
動
し
ま
し
た
。
日
本
を
襲
っ

て
い
た
台
風
の
影
響
で
、
研
修

の
最
初
の
う
ち
は
屋
外
で
の
実

習
研
修
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う

で
す
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培

・
収
穫
・
加
工
に
つ
い
て
の
概

要
説
明
、
実
習
研
修
を
一
ヶ
月

間
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
イ
モ
ケ
ン
ピ
」
な
ど
の
加
工

工
場
の
見
学
や
焼
酎
造
り
な
ど

地
元
の
工
場
を
多
数
見
学
し
、

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
後
の
甘
さ
を

出
す
保
存
方
法
や
、
日
本
の
焼

酎
造
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て

理
解
が
深
ま
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
の
農
業
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き

た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
な

か
で
も
鹿
児
島
大
学
農
学
部
の

高
山
教
授
に
よ
る
「
有
畜
複
合

農
業
研
修
」
で
は
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
野
菜
や
有
機
栽
培
の
講
義

　
羽
田
空
港
か
ら
飛
行
機
に
乗

っ
て
、
鹿
児
島
空
港
に
着
き
、

そ
こ
か
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
る
こ

と
約
八
〇
分
で
最
寄
り
の
バ
ス

停
留
所
に
着
き
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
セ
ン
タ
ー
の
職
員
さ
ん
に

迎
え
に
来
て
い
た
だ
き
ラ
イ
ト

バ
ン
で
十
五
分
く
ら
い
進
ん
だ

と
こ
ろ
、
鹿
児
島
県
大
隅
半
島

の
中
心
に
「
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
」
は
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
三
〇
年
度
ミ
ャ
ン
マ
ー

農
業
研
修
生
受
入
事
業
の
前
半

部
分
は
、
こ
の
「
カ
ピ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
」
こ
と
「
鹿
児
島
県
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン

タ
ー
」
で
行
わ
れ
て
お
り
、
研

修
の
報
告
会
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
六
日
に
来
日
し
た

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
研
修
生
の
三

人
（
テ
ィ
ン
ザ
ー
・
ウ
ィ
ン
・

チ
ョ
ー
さ
ん
、
ミ
ン
・
ゾ
ウ
・

ウ
ー
さ
ん
、
ラ
・
イ
ン
ザ
リ
ー

・
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
さ
ん
）
は
、

十
月
四
日
　
カ
ピ
ッ
ク
に
て
　
日
本
文

化
体
験
の
日
　
和
服
を
着
付
け
て
い
た

だ
い
た
り
、
茶
道
を
楽
し
ん
だ
り

十
月
二
十
五
日
　
大
野
地
区
（
森
ん
ち

ゅ
・
婦
人
グ
ル
ー
プ
）
に
て
サ
ツ
マ
芋

を
活
用
し
た
お
菓
子
作
り
を
実
習

十
月
三
日
　
東
農
園
に
て
サ
ツ
マ
芋
の

収
穫
を
実
習
。
大
き
く
育
っ
た
サ
ツ
マ

芋
に
ビ
ッ
ク
リ
。
歓
声
が
起
き
る

十
月
十
三
日
　
澁
谷
食
品
に
て
　
サ
ツ

マ
芋
の
栽
培
、
加
工
に
つ
い
て
実
習
。

お
土
産
も
ど
っ
さ
り
い
た
だ
き
ま
し
た

十
月
三
日
　
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
で
。
甘

い
ミ
カ
ン
に
ビ
ッ
ク
リ
。
美
味
し
い
を

連
発
、
沢
山
の
ミ
カ
ン
を
食
べ
ま
し
た

十
月
二
日
　
オ
キ
ス
に
て
　
農
産
物

（
野
菜
）
の
加
工
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

し
た
　
ゴ
ボ
ウ
を
相
手
に
Ｖ
サ
イ
ン

十
月
三
日
　
東
農
園
に
て
　
サ
ツ
マ
芋

収
穫
の
学
習
で
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
を

体
験
。
上
手
に
出
来
て
こ
の
得
意
顔

　小鹿酒造株式会社は、鹿屋市吾平町にある、焼酎を作っている酒造会社です。
　今回、農業研修生三名は、小鹿酒造株式会社のご厚意で、工場見学をさせて頂きました。加え
て、小鹿酒造さんのブログで、ミャンマー農業研修生の訪問をご紹介くださいました。ここにブ
ログの内容をご紹介し、研修報告の一環といたします。

　ミャンマー農業研修生来社
　みなさま　おやっとさあ。

　爽やかな秋空が気持ちいい、鹿屋市吾平町です。

　さて、十月十一日（木）にミャンマーから農業研修生が来られ
ました。この方々は一般財団法人友愛が、国際交流事業として
招聘した三名で、一か月にわたり、鹿屋市にある鹿児島県アジア
太平洋農村研修センター（カピックセンター）に滞在し、いろい
ろな研修をされているのですが、サツマイモの栽培、加工流通の
研修の一環として来られました。
　弊社では、芋選別やもろみの状態、芋蒸し機、など一連の製造
工程。加えて小鹿酒造の成り立ちや小鹿農業生産組合設立によ

る産業連携、いわゆる６次産業としての発展などの説明を行い
ました。
　大変礼儀正しく、終始和やかな雰囲気の中、副産物の行方に
ついてなど鋭い質問もありました。その後吾平山上陵にお連
れしましたが、そこでカピックセンターの日本語講師ご夫妻と
もばったり出会いそのまま小鹿酒造の工場見学にも来られま
した。

　研修生の方々は小鹿銘柄の試飲も行い、紅とんぼや青とんぼの人気が高く、スパイスの使用が
割とマイルドで、油を多用するミャンマーの郷土料理との相性も良さそうです。
　ガイドの方のお話では、ミャンマーは丁度大隅地方のような環境だとの事で、今後も交流が広

がり共に発展できればと祈ってます。
　しかし、海外の方々はすごいと思います。私なんて海外に行
って勉強とか尻込みしちゃいます（笑）。少しは見習わないと
ですね。

小鹿酒造HP：http://www.shochu-kojika.jp
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　平成３０年（２０１８年）１１月１０日 友　　　愛 第５５６号　（４）　

◆
人
生
に
も
賞
味
期
限
が
あ

る
。
自
分
の
市
場
価
値
と
は
…

時
々
考
え
る
。
生
き
る
と
は
寿

命
の
長
さ
で
は
な
い
。
質
だ
。

質
と
は
心
の
在
り
方
、
人
生
の

生
き
様
だ
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は

「
強
い
者
が
生
き
残
る
の
で
は

な
い
。
賢
い
者
が
生
き
残
る
の

で
は
な
い
。
変
化
に
適
合
で
き

る
者
だ
け
が
生
き
残
る
の
だ
」

と
い
う
名
言
を
残
し
ま
し
た
。

人
の
賞
味
期
限
と
は
変
化
適
合

の
期
間
で
あ
り
、
市
場
価
値
と

は
変
化
対
応
力
！
そ
う
思
う
。

夢
が
人
生
を
つ
く
り
、
目
標
が

人
を
鍛
え
る
。
人
は
出
会
い
に

よ
っ
て
己
を
知
り
、
己
を
磨

き
、
そ
し
て
己
を
展
く
。
人
生

は
一
度
き
り
。
片
道
切
符
。
振

り
向
く
な
、
振
り
向
く
な
、
後

ろ
に
は
夢
が
な
い（
寺
山
修
司
）

人
は
年
令
に
関
係
な
く
、
い
つ

ま
で
も
変
化
で
き
る
。
そ
し
て

チ
ャ
ン
ス
は
常
に
自
分
の
中
に

あ
る
。
一
念
無
限
。
念
ず
れ
ば

花
開
く
（
坂
村
真
民
）（
Ｋ
）

◆
日
比
谷
公
園
の
中
に
あ
る

「
松
本
楼
」
で
お
食
事
を
す
る

機
会
を
得
ま
し
た
。
木
々
の
向

こ
う
に
、
煌
々
と
明
か
り
を
灯

す
洋
館
は
異
国
情
緒
に
溢
れ
、

見
て
い
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
。
ロ
ビ
ー
に
は
前
号
で
お

伝
え
し
た
「
宋
慶
齢
女
史
」
が

弾
い
て
い
た
と
い
う
ピ
ア
ノ
が

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
松
本
楼

と
孫
文
先
生
の
縁
は
深
く
、
そ

の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
て
、
ち

ょ
っ
と
驚
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。「
友
愛
」
が
産
声
を
上
げ
た

の
は
日
比
谷
公
会
堂
。
新
た
な

ご
縁
が
で
き
た「
宋
慶
齢
基
金
」

の
象
徴
宋
慶
齢
女
史
と
日
比
谷

公
園
で
繋
が
っ
て
い
た
の
で

す
。
縁
て
不
思
議
 

（
も
）

機関紙『友愛』にご投稿ください！
機関紙『友愛』編集部では、皆様のご投稿をお待ちいたしておりま

す。ご自身の活動報告、地域の名物紹介、季節のお便り等、
何でも結構です。写真も大歓迎です。皆様の『友愛』に奮
ってご投稿ください。

締切り：特に設ない。いつでもご投稿ください。掲載ご希望の月が
ある場合は、２ヶ月前までに原稿必着

要　領：手書き原稿・データ原稿・メールでの投稿何でも対応可能
です。写真も紙焼（カラー・白黒）・デジカメデータどち
らでも。

壬

腎

甚

訊
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旺

王

欧

翁
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殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
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  時
事
川
柳服

部
迪
夫
　
作
 

　
―
報
道
番
組

深
読
み
と
深
堀
り
と
の
差
考
え

る　
―
等
身
大
の
人
間
力

生
き
方
が
昭
和
だ
っ
た
も
も
こ

さ
ん

　
―
嗣
治
囲
む
五
人
の
女
性

肉
声
に
祖
国
日
本
の
味
が
す
る

　
―
地
理
院
泣
か
せ

軽
石
の
悪
戯
に
泣
く
北
海
道

　
―
大
ブ
ー
ム

テ
ニ
ス
界
な
お
み
の
夢
が
拡
散

中　
―
年
号
が
変
わ
る

平
成
が
圧
縮
機
に
掛
け
ら
れ
る

　
―
青
山
学
院

出
雲
路
を
完
全
走
破
す
る
六
人

　
―
機
長
と
オ
セ
ロ
つ
な
が
り

天
才
に
粋
な
計
ら
い
全
日
空

　
―
四
つ
ん
ば
い
走
法

タ
ス
キ
か
ら
多
く
を
学
ぶ
女
子

駅
伝

　
―
風
台
風

高
圧
線
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
泣
く

風
絵
巻

　
今
月
の
ひ
と
こ
ま
は
盛
り
沢

山
。
一
帯
一
路
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
た
渡
邉
健
さ
ん
の
目
線

で
選
ん
だ
写
真
も
二
点
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
中
国
の
ス
ー
バ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
の
で

し
ょ
う
。
日
本
の
国
旗
付
き

で
、
高
級
品
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本
で
は

四
〇
〇
円
前
後
で
売
ら
れ
て
い

る
、
肌
に
優
し
い
高
級
テ
ィ
シ

ュ
。

　
来
日
し
た
ウ
ィ
ン
さ
ん
が
着

て
い
た
民
族
衣
装
を
、
よ
く
よ

く
見
た
ら
、
な
ん
と
扇
面
を
あ

し
ら
っ
た
模
様
で
し
た
。
昨
年

来
日
の
折
り
に
生
地
を
購
入

し
、
縫
い
上
げ
て
今
年
の
来
日

で
お
披
露
目
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ

ー
で
は
日
本
の
柄
は
人
気
が
あ

る
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も

細
い
体
型
の
彼
女
た
ち
だ
か
ら

こ
そ
着
ら
れ
る
、
独
特
な
デ
ザ

イ
ン
の
民
族
衣
装
で
す
。

国
会
議
事
堂
前
で
記
念
撮
影
。
皆
上
着

を
脱
ぎ
真
剣
な
面
持
ち
で
カ
メ
ラ
に
納

ま
っ
た
…
注
目
は
二
人
の
女
性
の
衣
装

び
っ
く
り
の
お
値
段
で
販
売
さ
れ
て
い

る
「
鼻
セ
レ
ブ
」（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
九
十

四
元
は
、
日
本
円
で
約
千
六
〇
〇
円

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
パ
ン
ダ
た
ち
／
成
都
パ

ン
ダ
繁
育
研
究
基
地
　
沢
山
の
パ
ン
ダ

を
一
度
に
見
ら
れ
て
皆
大
興
奮

右
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
特
有
の
模
様
の
民
族

衣
装
。
左
は
？
　
日
本
の
扇
子
の
模
様

の
生
地
で
す
。
日
本
模
様
が
人
気
で
す

成
都
計
画
展
示
場
　
現
在
の
成
都
。
過

去
も
現
在
も
常
に
革
新
を
求
め
て
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た

成
都
歓
迎
式
典
で
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
集
合
写
真
。
十
八
ヵ
国
か
ら
三

〇
名
の
若
者
が
集
結
し
た

食
卓
に
並
ぶ
の
は
激
辛
「
四
川
菜
」
　

珍
し
い
料
理
に
写
真
を
撮
る
参
加
者
一

同
。
激
辛
の
基
は
右
の
写
真

成
都
計
画
展
示
場
　
入
り
口
　
会
場
に

は
、
上
の
写
真
の
よ
う
な
巨
大
な
ジ
オ

ラ
マ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る

同
じ
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
（
パ
キ
ス
タ
ン
、
マ
レ
ー
シ

ア
）
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
代
表
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
帽
子

を
か
ぶ
っ
て
、
ま
る
で
兄
弟
の
よ
う
に
見
え
た

族
揃

卒
孫

続続続
存存存「

中
華
餃
子
」
調
理
体
験
に
て
。
女
子

は
得
意
げ
な
様
子
だ
っ
た
が
…
…
出
来

映
え
は
ご
想
像
く
だ
さ
い

辛
講
師
に
餃
子
づ
く
り
の
手
順
を
教
わ

る
…
…
上
手
に
出
来
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
　
果
た
し
て
味
は
？

最
終
日
に
皆
で
ダ
ン
ス
を
し
た
後
の
集
合
写
真
。
最
終

日
の
寂
し
さ
や
疲
れ
、
国
籍
の
違
い
な
ど
、
何
も
意
識

に
上
ら
ず
、
た
だ
た
だ
楽
し
か
っ
た

こ
の
大
量
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
四
川
料
理

の
辛
さ
の
源
泉

色
を
見
せ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
！

手
を
温
め
合
う
友
人
た
ち
（
ド
イ
ツ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ン

ゴ
ル
）。
こ
う
し
て
個
人
が
手
を
取
り
合
う
よ
う
に
、
国
家

が
手
を
取
り
合
う
未
来
が
実
現
で
き
れ
ば
と
感
じ
た
。

各
国
か
ら
来
た
仲
間
た
ち
は

皆
思
い
や
り
が
あ
り
、
互
い

に
助
け
合
っ
て
い
た

思い出アルバム
安達陽菜・渡邉　健


